
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
を
変
更

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
を
拡
大

　

一
年
間
の
所
得
が
基
準
額
以
下
の
世

帯
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
額

と
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減

の
対
象
と
な
る
世
帯
を
平
成　

年
度
か

２６

ら
拡
大
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
は
世
帯
ご
と

　

国
保
税
の
税
額
は
、
世
帯
内
の
加
入

者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
所
得
割
」・「
資
産

割
」・「
均
等
割
」・「
平
等
割
」
の
４
つ

の
合
計
で
、
世
帯
ご
と
に
計
算
し
、
納

税
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
年
度
の
途
中
で
加
入
者

数
な
ど
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
月

割
で
の
計
算
と
な
り
ま
す
。

納
付
方
法

　

納
付
方
法
に
は
、
特
別
徴
収
と
普
通

徴
収
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
徴
収

　

国
保
税
を
年
金
か
ら
天
引
き
し
て
納

付
す
る
方
法
で
す
。

　

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
人
は
、
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
全
員
が　

歳
以

６５

上　

歳
未
満
の
世
帯
の
世
帯
主
で
、
年

７５
額　

万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い

１８
る
人
で
す
。

　

た
だ
し
、
年
度
途
中
で　

歳
に
な
る

７５

人
や
、
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険

税
を
合
わ
せ
た
額
が
特
別
徴
収
す
る
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
な
ど

は
特
別
徴
収
を
行
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

希
望
す
る
人
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
納

付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
普
通
徴
収

　

特
別
徴
収
に
対
し
、
納
付
書
や
口
座

振
替
で
納
付
す
る
方
法
で
す
。

　　

納
税
通
知
書
は
７
月
中
旬
に
世
帯
主

に
送
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
納
税
通

知
書
や
通
知
に
同
封
さ
れ
る
「
国
保
の

し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成２６年度国民健康保険税が変わります
問合せ　保険税の計算・納付方法　課税課保険税係　緯盈９１１４

保険税の支払い　　　　税制収納課徴収係　緯盈９１１１
口座振替　　　　　税制収納課税制管理係　緯盈９１１０
資格や手続き　　　　　保険課国保年金係　緯盈９１５９

国民健康保険税の軽減制度の拡大
平成２６年度平成２５年度

（基礎控除額３３万円）＋
２４.５万円×（被保険者数
＋特定同一世帯所属者
数）

（基礎控除額３３万円）＋
２４.５万円×（世帯主を除
く被保険者数＋特定同
一世帯所属者数）

５割軽減
基準額

（基礎控除額３３万円）＋
４５万円×（被保険者数
＋特定同一世帯所属者
数）

（基礎控除額３３万円）＋
３３万円×（被保険者数
＋特定同一世帯所属者
数）

２割軽減
基準額

国民健康保険税の賦課限度額
平成２６年度平成２５年度

１６万円１４万円
後期
高齢者
支援金分

１４万円１２万円介護
保険分
平成２６年度から国民健康保険税の
「後期高齢者支援金分」「介護保険
分」の賦課限度額を変更しました。

国保税の納期
特別徴収普通徴収月 年６回天引年８回納付
○４月

５月
○６月

○第１期７月
○○第２期８月

○第３期９月
○○第４期１０月

○第５期１１月
○○第６期１２月

○第７期１月
○○第８期２月※普通徴収の納期限は、各該当月の月末（ただし１２月は２５日）納期限が土・日、祝・休日の場合は、その翌週の月曜日

Topics
後期高齢者医療保険制度の保険料が変わります

問合せ
保険料の計算・納付方法　課税課保険税係　緯盈９１１４
　保険料の支払い　税制収納課徴収係　緯盈９１１１
　口座振替　　税制収納課税制管理係　緯盈９１１０
医療制度の資格や手続き　保険課医療係　緯盈９１６０

　

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
２
年
ご
と
に
保
険
料
率
を
見
直

す
こ
と
と
し
て
お
り
、
保
険
料
率
は
、

広
島
県
内
均
一
で
す
。

　

平
成　

・　

年
度
分
の
新
し
い
保
険

２６

２７

料
率
が
決
定
さ
れ
、
保
険
料
率
は
下
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
の
保
険
料
額
決

２６

定
通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に
お
届
け
し

ま
す
。

納
付
方
法

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
、
特

別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
で
す
。

　

た
だ
し
、
特
別
徴
収
の
事
由
に
該
当

し
な
い
人
、
年
度
途
中
で　

歳
に
な
っ

７５

た
人
や
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
は
、

普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
方
法
を
特
別
徴
収
か
ら

口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
変
更
す
る
場
合

は
、
納
付
方
法
変
更
申
立
書
と
口
座
振

替
依
頼
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、

課
税
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

後期高齢者医療制度の保険料率表
平成２６・２７年度平成２４・２５年度

４４,０３２円４３,７３５円均等割額

８.４３％８.３５％所得割率

※後期高齢者医療制度の保険料は、均等割額と所
得割額の合計です
※所得割額＝（総所得金額－基礎控除（３３万円））
×８.４３％
※所得の低い世帯の被保険者や健保組合（国保お
よび国保組合は除く）の被扶養者であった人は、
平成２６年度も同じく軽減措置があります。

後期高齢者医療制度の保険料の納期
特別徴収普通徴収月 年６回天引年８回納付
○４月

５月
○６月

○第１期７月
○○第２期８月

○第３期９月
○○第４期１０月

○第５期１１月
○○第６期１２月

○第７期１月
○○第８期２月※普通徴収の納期限は、各該当月の月末（ただし１２月は２５日）納期限が土・日、祝・休日の場合は、その翌週の月曜日 12広報はつかいち平成26年6月1日号

Topics

　

平
成　

年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８

２６

％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
低
所
得

者
お
よ
び
子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
の
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
暫
定
的
・
臨

時
的
な
措
置
と
し
て
、「
臨
時
福
祉
給

付
金
」
ま
た
は
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

●
臨
時
福
祉
給
付
金

支
給
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成　

年
１
月
１
日
）
に
、

２６

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
。

・
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る

・
平
成　

年
度
の
市
民
税
（
均
等
割
）

２６

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
市
民

税
が
課
税
さ
れ
る
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
な
い

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
で
は
な

い
支
給
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円
（
１
回

限
り
）

　

申
請
書
な
ど
を
確
認
・
審
査
し
、
原

則
と
し
て
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。

※
支
給
対
象
者
の
中
で
次
に
該
当
す
る

人
は
、
５
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

（
複
数
の
手
当
な
ど
を
受
給
さ
れ
て

い
て
も
、
加
算
額
は
１
人
に
つ
き
５

千
円
が
上
限
）

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
な
ど

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
受
給

者
な
ど

申
請
期
間
・
方
法

　

６
月　

日
月
～　

月　

日
金

３０

１２

２６

　

該
当
者
に
は
６
月
下
旬
に
案
内
文
と

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
期
間
を
過

ぎ
る
と
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
申
請
期
間
内
に
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。　

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
た
め
、
基
準
日
（
平
成　

年
２６

１
月
１
日
）
時
点
で
本
市
に
住
民
票
を

移
し
て
い
な
い
人
は
、
事
前
に
申
し
出

る
こ
と
に
よ
り
、
支
給
申
請
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
担
当

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

支
給
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成　

年
１
月
１
日
）
に
、

２６

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
。

・
平
成　

年
１
月
分
の
児
童
手
当
（
特

２６

別
給
付
を
含
む
）
の
受
給
者

・
平
成　

年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の

２５

所
得
制
限
額
に
満
た
な
い

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
お
よ
び

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
で
は
な
い

支
給
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
（
１

回
限
り
）

　

申
請
書
類
な
ど
を
確
認
・
審
査
し
、

原
則
と
し
て
児
童
手
当
振
込
口
座
へ
給

付
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

※
対
象
者
と
な
る
児
童
は
、
平
成　

年
２６

１
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を

含
む
）
の
対
象
と
な
る
児
童
（
平
成

　

年
１
月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童
を

２６含
む
）

申
請
期
間
・
方
法

　

６
月　

日
月
～　

月　

日
金

３０

１２

２６

　

該
当
者
に
は
６
月
下
旬
に
案
内
文
と

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
期
間
を
過

ぎ
る
と
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
申
請
期
間
内
に
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

公
務
員
の
場
合
は
、
基
準
日
（
平
成

　

年
１
月
１
日
）
時
点
の
住
所
地
の
市

２６区
町
村
で
申
請
を
受
け
付
け
、
支
給
し

ま
す
。
勤
務
先
か
ら
児
童
手
当
受
給
状

況
の
証
明
書
や
申
請
書
が
配
布
さ
れ
ま

す
の
で
、
申
請
期
間
内
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
受
付
窓
口

　

申
請
書
の
提
出
は
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
期
間
中
は
、
市
役
所
本

庁
１
階
１
０
１
会
議
室
に
特
設
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
各
支
所
の
福
祉

グ
ル
ー
プ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

窓
口
で
の
受
付
時
間
は
、
８
時　

分
３０

か
ら　

時　

分
ま
で
。（
土
・
日
曜
日
、

１７

１５

祝
・
休
日
を
除
く
）

　

ま
た
、
６
月　

日
か
ら
専
用
ダ
イ
ヤ

３０

ル
を
開
設
し
ま
す
。

●
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
０
１
２
０
）
０
８
２
９
２
２

●
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
）
０
８
２
９
３
３

特
殊
詐
欺
な
ど
に
注
意

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
お
よ
び
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
装
っ

た
「
特
殊
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐

取
」
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員
が
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現

金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人

か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ

と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

◆
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
や
「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
支
給
す

る
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
り
込

み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の申請受付が６月３０日俄から始まります
問合せ　社会課社会援護係　緯盈９２２０

児童課児童家庭係　緯盈９１５３
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

避
難
し
て
い
る
人
へ

広報はつかいち平成26年6月1日号13


